
　柳川古文書館は、新型コロナウイルス感染拡大防
止のため 2月末から休館していましたが、5月 19 日
から展示室のみ開館しました。休館中は、これまで
どおり、収集した古文書などの整理や再開後の企画
展・特別展に向けて地道に準備をしていました。
　さて今年 2020 年は、関ヶ原の戦い（1600 年）後
に柳川を離れた立花宗茂が、再び柳川城主として復
活した元和 6（1620）年から数えて、400 年目の節
目の年です。この柳川再

さいほう

封が決まったのは、元和 6
年 11 月 27 日。そして翌元和 7 年 2 月 25 日、宗茂
は約 20 年ぶりに柳川城へと入りました。今年は、こ
の柳川再封 400 年を記念して、12 月から来年 1月に
かけて特別展を開催する予定です。
　元和 6年、筑後一国を支配していた田中家の改易
により、北筑後が有馬豊

とようじ

氏、南筑後（山門郡と上妻郡・
下妻郡・三潴郡・三池郡の一部）が立花宗茂、三池
郡の一部が宗茂の弟直

なおつぐ

次の子、立花種
たねつぐ

次に与えられ
ます。実は、この段階で境界は確定しておらず、翌
元和 7年 2月ころに、上妻郡では矢部川がその境と
されます（｢上妻郡割

わりさだめのこと

定之事 ｣立花家文書）。しかし、

実際には川を越えて田畑を持っている人たちがいた
ため、耕作の実態が重視されて、川の両側にそれぞ
れの飛び地が発生したようです。また、このような
飛び地は、蒲池地区や昭代地区、みやま市の本郷地
区や長田地区などにもありました。
　ところで、立花宗茂の領地には変遷があります。も
ともと宗茂が天正15（1587）年に豊臣秀吉から与え
られたのは三潴郡、山門郡、下妻三郡で石高は 9万
887石余。三潴郡は全郡が与えられたので、現在の久
留米市の一部も立花領でした。その後文禄4（1595）
年に筑後国で検地があり、立花領は南へスライドし、
三池郡の一部が入り、三潴郡の広川以北が立花領から
外れます。この時、石高は13万 2000石余となります。
そして宗茂再封後は、石高10万 9000石余でその領域
は、「御領内絵図」（渡辺家史料）に詳しく描かれてい
ます。このような変遷のため、例えば市内でも矢加部、
金納、蒲生、立石、高島は再封後に有馬領となりました。
　立花宗茂の柳川復活 400 年を記念する特別展開催
のころには、新型コロナウイルス感染拡大以前の平
穏な生活が ｢復活 ｣していることを願っています。
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ドラマプロット
－こんな大河ドラマが見てみたい－
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宗茂と共に生きた有名武将たち⑤

島津義
よ し ひ ろ

弘（1535 ～ 1619）

　宗茂にとっ
て、仇

かたき

から盟
友となった武
将。宗茂から
父親のように
慕われる。
　鬼将軍のよ
うな見た目な
がら、猫と奥さんが大好き。関ケ原の戦
いの後、宗茂と遭

そ う ぐ う

遇し、仇として討たれ
る覚悟をするが、宗茂は逆に寡

か へ い

兵の義弘
を護衛。宗茂の人柄、スター性にほれ込む。
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立花宗茂再封後の領地を描いた「御領内絵図」( 渡辺家史料・柳川古文書館所蔵 )


